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な
ぜ
粗
大
ゴ
ミ
回
収
？ 

一
人
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
・
・
・ 

 

 
 
 
 

 

  

ｓ 

 

「
知
ら
咲
か
」
で
は
毎
年
、
粗
大
ゴ
ミ
回
収
を
続
け
て
い
ま
す
。
大
型
で
重
た
い
不
要
品

を
部
屋
か
ら
運
び
出
す
の
が
困
難
な
方
に
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
で
す
。 

同
じ
よ
う
に
「
断
捨
離
」
し
よ
う
に
も
一
人

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
く
て
困
っ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

本
年
も
粗
大
ゴ
ミ
回
収
を
検
討
し
ま
す 

地
域
で
ま
だ
ま
だ
粗
大
ゴ
ミ
回
収
を
必

要
と
し
て
い
る
方
が
お
有
り
の
よ
う
で
す

の
で
今
年
も
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
為
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、
会
の
費

用
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
一
緒
に
な
っ
て
活

動
を
進
め
て
頂
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

会
員
様
へ
の
特
典
も
検
討
中
で
す
。 

  

◆
宝
塚
市
の
粗
大
ゴ
ミ
の
運
び
出
し
収
集 

 
 

宝
塚
市
で
は
粗
大
ご
み
を
屋
外
に
運

び
出
す
こ
と
が
困
難
な
ご
高
齢
の
人
や

障
が
い
を
お
持
ち
の
人
で
ひ
と
り
暮
ら

し
の
人
を
対
象
に
、
室
内
か
ら
粗
大
ご
み

を
運
び
出
す
「
粗
大
ご
み
運
び
出
し
収

集
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ご
高
齢
者
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
次
の
三

つ
の
条
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
利
用
で
き

ま
す
。 

●
六
五
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し 

●
ホ
ー
ム
へ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
現
に

利
用
し
て
い
る
人
、 

●
介
護
保
険
認
定
に
お
け
る
要
介
護

２
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人 

あ
る
い
は
、
日
常
的
に
ゴ
ミ
収
集
が

困
難
な
人
を
対
象
と
し
た
「
き
ず
な
収

集
」
を
現
に
利
用
し
て
い
る
人
も
利
用

可
能
で
す
。 

＊
「
き
ず
な
収
集
」
も
前
の
三
つ
が
条
件

で
す
が
、
対
象
外
の
人
で
も
日
常
的
に

ゴ
ミ
出
し
が
困
難
な
人
は
相
談
に
乗

っ
て
頂
け
る
よ
う
で
す
。 

 

手
紙
か
ら
白
瀬
の
今
を
読
み
取
る 

平
均
的
な
体
躯
の
人
で
も
困
難
な
大
き

な
も
の
を
、
ご
高
齢
の
方
が
運
び
出
す
の
は

ま
ず
難
し
い
で
し
ょ
う
。 

昨
秋
、
「
知
ら
咲
か
」
の
粗
大
ゴ
ミ
回
収

を
利
用
さ
れ
た
方
か
ら
左
の
よ
う
な
手
紙

が
届
き
ま
し
た
。
短
い
手
紙
で
す
が
多
く
の

こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う

か
？ 公

の
制
度
、
ご
近
所
の
お
付
き
合
い
度
、

高
齢
化
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
構
造
特
性
、
終 

「
知
ら
咲
か
」
の 

大
型
ゴ
ミ
回
収
サ
ー
ビ
ス
に
感
謝 

昨
秋
「
知
ら
咲
か
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
を
処
分
し
た
の
で
す

が
大
変
重
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま
で
一
人
で

運
ぶ
事
も
出
来
ず
困
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
時
「
知
ら
咲
か
」
の
サ
ー
ビ
ス
を

知
り
，
さ
っ
そ
く
お
願
い
し
ま
し
た
。
当
日

男
の
人
が
二
人
き
て
く
だ
さ
り
、
車
ま
で
運

ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
高
齢
化
の
進
ん
だ

こ
の
地
域
で
「
知
ら
咲
か
」
の
活
動
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
有
り
難
い
存
在
だ
と
あ
ら

た
め
て
感
じ
た
し
だ
い
で
す
。 

 

今
年
も
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
て

処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
期
待
し
て
こ
の
活
動
を
待
ち

望
ん
で
い
ま
す
。 

（
Ｋ
子
） 

 

活
等
々
、
い
ろ
い
ろ
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 

① 

制
度
の
問
題
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
問
題 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
、
粗
大
ゴ
ミ
は
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横
ま
で
運
ば
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
一
苦
労
。
上
階
か
ら
下

ろ
す
の
も
大
変
。
公
の
制
度
で
自
宅
か
ら
運

ん
で
も
ら
う
こ
と
が
出
来
る
人
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。（
別
掲
） 

② 

加
齢
に
よ
る
体
力
の
衰
え 

誰
も
が
加
齢
と
共
に
体 

力
の
衰
え
が
出
て
き
ま
す
。 

大
き
な
も
の
を
運
ぶ
の
は 

大
変
な
苦
労
を
し
ま
す
。 

③ 

希
薄
な
近
所
付
き
合
い 

ご
近
所
で
助
け
て
も
ら
う
の
も
大
変
で

す
。
お
友
達
も
同
年
代
の
人
達
が
多
く
、
同

じ
よ
う
に
老
い
て
い
る
の
が
現
実
。 

④ 

気
が
つ
け
ば
不
要
品
が
い
っ
ぱ
い 

「
捨
て
ら
れ
な
い
」
状
態
が 

続
く
と
気
が
つ
い
た
時
に
は 

「
ゴ
ミ
の
山
」。「
ゴ
ミ
屋
敷
」 

状
態
も
他
人
の
話
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

  

K
子
さ
ん
の
ケ
ー
ス
は
、
使
わ
な
く
な

っ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
を
捨
て
よ
う
に

も
捨
て
ら
れ
ず
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ

て
そ
の
ま
ま
置
い
て
お
い
た
も
の
で
す
。 

 

場
合
に
よ
っ
て
は
震
災
時
に
そ
れ
が
邪

魔
を
し
て
逃
げ
遅
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 
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三 

指
定
避
難
所
、
福
祉
避
難
所
と
は
ど
の

よ
う
な
所
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

１
． 

指
定
避
難
所
と
は
、
災
害
の
危
険
性 

が
あ
り
避
難
し
た
住
民
等
を
災
害
の
危 

険
性
が
無
く
な
る
ま
で
の
必
要
な
間
滞 

在
さ
せ
、
ま
た
は
災
害
に
よ
り
家
に
戻 

れ
な
く
な
っ
た
住
民
等
を
一
時
的
に
滞 

在
さ
せ
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、
市
町 

村
長
が
指
定
し
ま
す
。（
災
害
対
策
基
本 

法
第
四
九
条
の
七
） 

２
．
福
祉
避
難
所
と
は
、
通
常
の
避
難
所
生

活
が
困
難
な
、
要
援
護
者
（
避
難
所
生

活
に
特
別
の
配
慮
を
要
す
る
高
齢
者
、

障
害
者
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
い

う
）
の
た
め
に
開
設
す
る
避
難
所
。 

 

四 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
急
傾
斜
と
土 

石
流
）
と
は
。 

（
急
傾
斜
） 

１
． 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
な
ど
が
発
生
し
た 

場
合
、
住
民
等
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害 

が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ 

る
土
地
の
区
域
で
、
具
体
的
に
は
以
下
の 

項
目
を
満
た
す
場
所
を
い
い
ま
す
。 

(

ア)

傾
斜
度
が
三
十
度
以
上
で
高
さ
が

五
ｍ
以
上
の
区
域
。 

(

イ)

急
傾
斜
地
の
上
端
か
ら
水
平
距
離

が
一
○
ｍ
以
内
の
区
域
。 

(
ウ)

急
傾
斜
地
の
下
端
か
ら
急
傾
斜
地

の
高
さ
の
二
倍
（
五
○
ｍ
を
超
え
る
場

合
は
五
○
ｍ
）
以
内
の
区
域
。 

（
土
石
流
） 

(

ア)
 

土
石
流
の
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
渓 

流
に
お
い
て
扇
頂
部
か
ら
下
流
で
勾

配
が
２
度
以
上
の
区
域
。 

 
 

二 

そ
の
他
の
避
難
所 

 

１
．
宝
塚
ゴ
ル
フ
倶
楽
部 

市
は
災
害
が
発
生
し
又
は
そ
の
恐
れ

が
あ
る
時
、
施
設
を
緊
急
避
難
地
と
し

て
利
用
の
必
要
が
生
じ
た
時
、
支
援
協

力
を
要
請
す
る
た
め
の
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。 

支
援
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

(

ア)

被
災
者
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
へ
の
収

容 
(

イ)

飲
料
水
、
食
事
場
所
の
提
供 

(

ウ)

浴
場
の
提
供 
他 

（
支
援
項
目
は
、
上
記
の
協
議
項
目
で
あ
り
、 

協
議
の
結
果
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
） 

２
．
宝
塚
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
内
敷
地(
空
地
）

＊
緊
急
避
難
場
所 

宝
塚
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
と
宝
塚
第
二
地

区
連
合
会
と
の
間
で
「
災
害
時
避
難
場

所
提
供
に
つ
い
て
の
覚
書
」
が
締
結
さ

れ
、
災
害
発
生
時
に
は
、
緊
急
避
難
先

と
し
て
ゴ
ル
フ
場
内
の
関
連
施
設
が
開

放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

＊
ゴ
ル
フ
場
内
の
避
難
場
所
は
、
地
域
内
の
全 

戸
に
配
布
さ
れ
て
い
る
避
難
場
所
図
を
ご 

覧
下
さ
い
。 

 

 

五 

指
定
避
難
所
と
土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
急
傾
斜
）
の
両
方
に
指
定
さ
れ
て
い
る 

 

避
難
所
の
現
状 

 １
． 

前
記
一
の
１
．
で
、
市
立
逆
瀬
台
小 

学
校
、
県
立
宝
塚
高
等
学
校
、
県
立
宝 

塚
西
高
等
学
校
の
三
校
は
共
に
指
定
避 

難
所
と
土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
急
傾
斜
） 

の
両
方
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

＊
県
立
宝
塚
西
高
等
学
校
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
（
土
石
流
）
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

前
記
の
状
態
を
、
唯
知
っ
て
い
る
だ 

け
で
よ
い
の
か
、
各
学
校
に
通
う
児
童
、 

生
徒
の
安
全
、
そ
し
て
地
域
の
避
難
先 

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
地
確
認
が
是
非 

必
要
と
の
思
い
か
ら
、「
知
ら
咲
か
」
事 

務
局
の
方
々
と
共
に
、
各
学
校
に
お
願 

い
し
て
現
地
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
。 

 

そ
の
結
果
、
三
校
と
も
学
校
裏
山
の 

傾
斜
地
と
学
校
敷
地
の
境
界
部
に
は
、 

土
砂
崩
壊
防
止
の
為
の
擁
壁
が
設
け
ら 

れ
、
土
砂
災
害
発
生
防
止
対
策
が
行
わ 

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

＊
擁
壁
：
崖
な
ど
の
土
留
の
た
め
に
造
っ
た
壁
。 

一 

私
た
ち
の
近
く
の
避
難
所 

（
市
か
ら
全
戸
に
配
布
さ
れ
た
「
宝
塚
市
防
災
マ
ッ
プ
」

第
二
地
区
よ
り
） 

１
．
指
定
避
難
所
（
公
設
）
一
六
カ
所 

(

ア)

市
立
西
山
小
学
校 

(

イ)

市
立
逆
瀬

台
小
学
校 

(

ウ)

県
立
宝
塚
高
等
学
校 

(

エ)

県
立
宝
塚
西
高
等
学
校 

＊
こ
の
内
、(

イ)(

ウ)
(

エ)

の
各
学
校
は 

指
定
避
難
所
で
あ
る
と
共
に
、
土
砂
災 

害
警
戒
区
域
（
急
傾
斜
）
に
指
定
さ
れ 

て
お
り
ま
す
。
又(

エ)

は
一
部
が
土
砂 

災
害
警
戒
区
域
（
土
石
流
）
に
も
指
定 

さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

２
．
福
祉
避
難
所 

２
カ
所 

(

ア)

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
宝
塚
栄
光
園 

＊
指
定
避
難
所
に
は
、
上
記
の
四
カ
所
以
外
に
一
二

カ
所
有
り
ま
す
が
、
遠
方
な
た
め
説
明
の
対
象
外
と

し
ま
し
た
。 

＊
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
も
二
カ
所
有
る
内
、
右
記

と
同
じ
と
し
ま
し
た
。 

＊
予
備
避
難
所
一
四
カ
所
に
つ
い
て
も
同
様
と
し

ま
し
た
。 

＊
指
定
避
難
所
等
の
内
容
に
つ
い
て
、「
宝
塚
市
防
災

マ
ッ
プ
」
第
二
地
区
版
の
記
載
内
容
に
変
更
が
無
い

こ
と
を
、
市
の
総
合
防
災
課
で
確
認
し
て
お
り
ま

す
。 

  

私
達
の
地
域
の
避
難
所
に
つ
い
て 

阪
急
逆
瀬
台
ア
ヴ
ェ
ル
デ 

都
築
直
幸 

こ
こ
数
年
大
き
な
災
害
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
二
○
一
一
年
（
平
成
二
三

年
）
東
日
本
大
震
災
、
二
○
一
四
年(

平
成
二
六
年)

広
島
県
で
大
規
模
土
石
流
発
生
、
二

○
一
五
年
（
平
成
二
七
年
）
大
雨
に
よ
る
鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊
、
今
年
四
月
熊
本
地
震
発

生
と
、
ま
さ
に
災
害
列
島
日
本
、
皆
さ
ん
心
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
。 

宝
塚
で
も
、
い
つ
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
明
日
は
我
が

身
、
イ
ザ
の
時
に
備
え
私
た
ち
の
地
域
の
避
難
所
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

＊
標
題
の
私
た
ち
の
地
域
と
は
、
白
瀬
川
両
岸
地
域
の
八
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
群
に
住
む
住
民
を
指
し
ま
す
。 
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        各学校の現状写真 

 

 

 

 

 

 

 

市立逆瀬台小学校    県立宝塚高等学校    県立宝塚西高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校名 高低差 

(約 ｍ) 

地図上の 

直線距離（ｍ） 

１ 市立逆瀬台小学校 １０３ ８１４ 

２ 県立宝塚高等学校 ７４ ７６４ 

３ 県立宝塚西高等各校 ８８ １,２４５ 

４ 市立西山小学校 －１８ ３３８ 

 

 

 学校名 収容 

人数 

(人) 

面積 

人/㎡ 

備品 耐震 

補強 

冷暖房 発電機 

毛布 

(枚) 

簡易 

ベッド 

１ 逆瀬台小学校 2,339 1.65 100 10台 済 無し 無し 

２ 西山小学校 2,313 1.65 100 10台 済 無し 無し 

３ 宝塚高等学校 410 3.00 50 10台 済 無し* 無し 

４ 宝塚西高等学校 390 3.00 50 10台 済 無し 蓄電池 

（
広
報
す
る
時
期
） 

(

ア)

避
難
準
備
情
報
を
発
表
し
た
と
き
。 

(

イ)

避
難
勧
告
・
指
示
を
し
た
と
き
。 

(

ウ)

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
避
難
所
を
開

設
し
た
と
き
。 

（
広
報
の
方
法
） 

(

ア)

（
防
災
）
ラ
ジ
オ
、
エ
フ
エ
ム 

宝
塚
、
テ
レ
ビ
等
の
報
道
機
関
。 

(

イ)

安
心
メ
ー
ル
、
防
災
情
報
メ
ー
ル
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
。 

(

ウ)

広
報
車
。
消
防
車 

(

エ)

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。 

（
ツ
イ
ッ
タ
―
「
宝
塚
市
緊
急
情
報
」） 

(

オ
）
市
災
害
対
策
本
部
か
ら
自
治
会
代
表

者
等
へ
電
話
な
ど
。 

(

カ)

エ
リ
ア
メ
ー
ル
（
ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
） 

(

キ)

パ
ソ
コ
ン
等
で
ヤ
フ
ー
の 

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
避
難
情 

報
」
を
ク
リ
ッ
ク
。 

（
看
板
設
置
） 

開
設
し
た
施
設
の
門
や
扉
付
近
に
、
避

難
所
（
開
設
）
表
示
の
看
板
を
設
置
。 

 

２
．
避
難
所
の
開
設
順
序 

市
立
小
学
校
→
県
立
高
等
学
校 

 

八 

避
難
所
に
は
自
家
用
車
で
避
難
で
き
ま 

す
か
。（「
宝
塚
市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
） 

１
．
自
家
用
車
は
原
則
と
し
て
乗
り
入
れ

禁
止
で
す
。 

２
．
や
む
を
え
な
い
時
は
、
ロ
ー
プ
で
区

画
を
明
示
し
、
必
ず
駐
車
場
所
が
限

定
さ
れ
ま
す
。 

 

で
は
な
ぜ
、
土
砂
災
害
発
生
防
止
対
策

が
と
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
「
土
砂
災
害

警
戒
区
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
か

を
、
県
土
整
備
部
土
木
局
砂
防
課
土
砂

災
害
対
策
係
の
担
当
者
に
お
聞
き
し

ま
し
た
。 

 

答
え
：
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
急
傾

斜
）
」
の
指
定
条
件
は
、
土
砂
災
害
発

生
防
止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
て
も
、
災

害
発
生
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
注
意

喚
起
を
目
的
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
す
。 

 

六 

指
定
避
難
所
の
収
容
人
数
、
面
積
（
就 

寝
ス
ペ
ー
ス
人
／
㎡
）、
備
品
等
は
。 

 

＊宝塚高等学校の避難の対象となる部屋の一部には、石油ストーブ
があります。 
＊宝塚西高等学校では太陽光で発電した電気を蓄電池に充電し、避
難室の一部の電灯に利用します。 

 

七 

災
害
が
発
生
し
、
避
難
が
必
要
に
な

っ
た
ら
い
つ
で
も
避
難
所
に
避
難
で
き

る
の
か
。 

１
．
市
は
避
難
所
の
安
全
確
認
等
を
行
い
、 

受
け
入
れ
の
準
備
が
で
き
て
開
設
し
た

ら
、
以
下
の
方
法
に
よ
り
広
報
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。（「
宝
塚
市
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
） 

 

九 

各
避
難
所
ま
で
の
高
低
差
と
距
離
。 

 

 

高低差：ファミリーマート駐車場のアスファル

ト面をゼロとしての高低差。 

距 離：ファミリーマート駐車場から地図上で

の直線距離。 

 

十 

避
難
す
る
前
に
検
討
す
る
こ
と
。 

ア
．
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
が
難
し
い
。

イ
．
ト
イ
レ
、
風
呂
等
衛
生
上
の
問
題

が
多
い
。
ウ
．
占
有
ス
ペ
ー
ス
が
少
な

く
て
窮
屈
。
エ
．
冷
暖
房
設
備
が
ほ
と

ん
ど
無
い
。
オ
．
騒
が
し
く
て
安
眠
で

き
な
い
。
カ
．
ト
イ
レ
が
ち
か
い
高
齢

者
は
苦
労
し
ま
す
。
キ
．
食
料
、
水
の

供
給
も
不
充
分
。
ク
．
テ
レ
ビ
等
も
停

電
で
使
用
で
き
な
い
。
等 

＊
一
般
的
な
事
項
で
す
。 

ち
ょ
っ
と
考
え
た
だ
け
で
も
、
避
難
所

は
大
変
な
所
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て

も
や
む
を
え
な
い
場
合
は
仕
方
な
い
と
し

て
も
、
同
じ
不
便
で
も
自
宅
で
な
ん
と
か

生
活
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
が

良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
よ
く
考
え
た
う

え
で
、
行
動
し
た
い
も
の
で
す
。 

＊１．２．３共距離に対し、高い位置にあり傾斜

がきついことが分かります。高齢者等にはきびし

い場所に有ります。 

 



知ら咲か第 38号           平成 28 年 7月 1 日      

4 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

                          

                          

                          

                          

                          

                          

                          

                            

                            

 

 

 

 

 

 

ｙ 

ゆ
ず
り
葉
緑
地
と 

石
彫
作
品 

ゆずり葉緑地の入り口部分の石畳のエントランス広

場と砂防モニュメントの前の芝生広場に５つの石彫作

品があります。緑地に立ち寄っても意識して見る人が

何人いるでしょう。一つ一つの作品をじっくり見ると

何かを感じるかも知れません。 

エントランス広場と芝生広場への階段 

諭鶴羽橋からの緑地 

１,９９４年の市制 40 周年記念事業に参加した 5 人の作家の作品が

１,９９４年 12月 18日にゆずり葉緑地に据え付けられました。 

直後の１,９９５年 1 月 17 日の阪神・淡路大震災で作品も損傷しま

したが、1年後に修復され再度据え付けられました。 
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「実のなる樹」 辻 弘 作 

「鳥のように」 小川 陸朗 作 

「風と光と足跡」 中農美枝子 作 

「光の舞台」  北野 正治 作 

「帆」 大垣 圭介 作 
石彫ではありませんが・・ 

モニュメント内の絵 

「親しむ」 原画：岡部 大樹 

石彫にはいろいろな魅力があるようです。 

硬い石なのに柔らかく感じられる作品も

あれば堅さを活かした作品もあります。 

芸術の奥深さとでも言うのでしょうか。 

作品は石畳の上にあったり芝生の中に置かれ

ています。美術館の中にあるものと違い自然

との調和も見られるので、色々な角度からの

楽しみ方がいっぱいあるようです。 
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知ら咲か健康講座 この講座は 3 ヶ月に 1 回程度、1 丁目の安井整骨院の安井院長に著していただきます。 

むくみについて 
・一日中立ちっぱなしだったり、座り通しだったりすると、夕方になって靴がきつくなったり、指で 

押すとその跡がくっきり残るほどパンパンになって足がだるくなってしまう事があります。 

これをむくみと言い、医学的には浮腫と言います。 
 

むくみの原因とは？ 
長い時間、立った状態や座り通しでいると、重力の影響で足に血液が溜まってしまいます。 

もちろん、心臓や足の静脈にある血液循環のポンプが動いて血流を促しているのですが、それでも足の 

血液が多くなってしまいます。 

増えた血液でいっぱいになった静脈内は圧力が高くなり、この“静脈圧が高い”状態がむくみを引き起 

こすのです。圧力が高いと、そこへ入ろうとする水分を押し返してしまい、その結果、血管外に水分がた 

まってむくみが発生します。 

これが原因です↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓ 

 
むくみの予防のセルフケア 
１．横になる（昼寝） 

先ほど説明したとおり、立った状態が足の静脈圧を上昇させます。ですので、１番の策は「横になること」

です。むくみの症状が出る前に「昼寝」を行って、足の血液を心臓に戻し、静脈圧が正常になるようにリセ

ットしてください。横になるのが無理な場合は座る、足を上げた姿勢をとるだけでも効果がありますよ。 
 
２．運動をする 

足を動かすと筋肉がポンプの役割を果たし血液循環を促してくれます。運動といっても歩く程度で大丈夫

です。一歩足を動かすだけでもポンプは十分に働きます。足の不自由な方であれば、つま先の上げ下ろしす

るだけでも効果が認められます。 
 
３．皮膚の緊張度を高める 

足に圧力がかかるストッキングを身につけると、緩んだ 

皮膚の張りを補うことができます。専用の医療用ストッキ 

 ングもあります。まずは、手に入れやすい伸縮性のある包 

帯やストッキングでも構いません。 
 

むくみ解消マッサージ 
 

それでもむくんでしまったら、マッサージが効果的です。 

 「第２の心臓」とも呼ばれるふくらはぎをマッサージする 

ことでむくみが改善されます。 

他にも色々な原因により、むくみが発生する場合があり 

ます。 

中々、症状の改善が見られない場合は、かかりつけ医に 

ご相談下さい。 
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☆地域交流クラブ 

『アヴェルデゴルフ同好会』 
 

昨年秋のアヴェルデ自治会設立と同時に運動不足の皆様が気軽に参加可能なゴルフクラブの結成が 

検討されました。広く地域の皆様にも参加していただけるよう自治会から独立して活動するのが望ま 

しいと考えて設立しました。 

地域交流クラブとして逆瀬台１・２・５丁目の皆様にもご参加いただき４月に発足記念コンペを開 

催しました。「２０年以上ラウンドしていないが今回は練習のつもり！」と八十八歳の男性も参加され 

１８ホール完走されました。 

「飛ばすスゴルフから楽しむゴルフ」をと非力な女性でも楽しめる「読売桜コース」他、ショートコ 

ース（ミニコース）での開催も年三回を予定。３・１１月にはご近所の「宝塚ゴルフ倶楽部」で開催 

される「スポーツ振興市民ゴルフ大会（通称：宝塚市民ゴルフ大会）にも集団参加の予定をしており 

ます。 

尚、プレー後の懇親会も時間を気にせずリラックスでき、心置きなくアルコールも楽しめるように 

とアヴェルデ４番館の「牧商店」にて成績発表・表彰・懇親とにぎやかに開催しております。また、 

参加者の健康のため１・２・７・８月は「冬休み・夏休み」として休会し末永く継続される『地域交 

流クラブ』として育てていきたいと願っております。 

アヴェルデゴルフ同好会 事務局 

 

   

 

 

 

 

ゆずり葉緑地で夏を楽しもう！ 

 
ゆずり葉緑地のラジオ体操 

セミの抜け殻 

セミの羽化も見られるかも・・ 

http://www.irasutoya.com/2013/02/blog-post_20.html
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        オニユリ（テンガイユリ） 

               学名 Lilium lancifolium Thunb  
「鬼百合」の名前は粗大な 

百合の意です。各地の山野に 
はえ、観賞用または鱗茎を食 
用に栽培する多年草。中国原 
産で栽培中から逸出したもの 
と考えられています。 
鱗茎は径５～８㎝、葉えき 

に株芽を出す。７～８月に花 
が咲きます。径１０㎝くらい 
で花被片６。雄しべ６．３倍 
体が多く果実は実りません。 
 草丈が１～２ｍと結構、大 
きい植物です。 
 よく似た花として、背丈も 
一回り小さいコオニユリがあ 
りますが、鬼百合には葉の付 
け根にムカゴがあることで区 
別をします。 
 下の写真の葉っぱのあたり 
を見ていただければ、黒っぽ 
いむかごがあるのが分かります。 
 この写真はゆずり葉緑地で昨年、撮影したものです。 
 緑地には、まだまだたくさんの植物や昆虫を見ることができます。夏休 
みの自然観察も近くでできますよ。 

 

 
 

 
 

 

 

 

「知ら咲か」会員登録をお願いします。用紙は郵便局で赤色の振替用紙をお使い下さい。  

「知ら咲か」の新年度の会員募集を行っています。 

会費は年会費となっています。加入は任意です。 

５月号折り込み又は郵便局の郵便振替用紙をご利用下さい。 

 【会費内訳】 

 会費（年） 払込用紙に口座番号、加

入者名、会員種別（正会

員もしくは賛助会員）、

金額、住所、TEL、お名

前を必ずご記入下さい。 

個人会員 1 口 3,000 円/年 

団体会員 1 口 20,000 円/年 

寄  付 1 口 1,000 円 

 口座番号 「００９７０－７－２０８２５７」 

加入者名 「知らせましょ・咲かせましょ」 

【
編
集
後
記
】 

 

今
月
号
か
ら
定
期
的
に
「
健
康
講

座
」
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
執
筆
は
逆

瀬
台
一
丁
目
バ
ス
停
近
く
の
安
井
整

骨
院
の
安
井
先
生
へ
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
快
諾
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
、
健
康
に
つ
い
て
は
関
心
が

お
有
り
と
思
い
ま
す
。
一
回
目
は
「
む

く
み
」
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
考
に
し
て
下
さ
い
。 

 

ゆ
ず
り
葉
緑
地
に
「
芸
術
作
品
」
が

あ
り
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
前
の
市

制
四
十
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

た
「
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し

た
五
人
の
作
家
に
よ
る
作
品
で
す
。 

砂
防
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
鎮
魂
の
碑

ば
か
り
に
目
が
向
き
ま
す
が
、
こ
の
芸

術
作
品
も
一
つ
一
つ
を
改
め
て
鑑
賞

し
て
み
る
と
作
者
の
訴
え
が
見
え
る

よ
う
で
す
。 

 

都
築
さ
ん
に
こ
の
地
域
の
避
難
所

に
つ
い
て
、
足
を
運
ん
で
調
べ
ら
れ
た

こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と
は
後

回
し
に
す
る
の
が
私
達
の
習
性
で
す

が
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
普

段
か
ら
準
備
を
し
て
お
け
ば
良
か
っ

た
と
い
う
報
告
ば
か
り
で
す
。
心
構
え

は
今
か
ら
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。 

「
知
ら
咲
か
」
会
員
を
募
集
中
で
す
。

会
費
で
情
報
紙
「
知
ら
咲
か
」
の
発
行

や
「
粗
大
ゴ
ミ
回
収
」
が
で
き
ま
す
。

会
員
登
録
、
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
し
） 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                          

（
事
務
局
・
石
田
） 

  

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

                         

白瀬の自然 


